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高知女子大学看護学会長
野 嶋 佐由美
高知女子大学看護学会では､ 第39回高知女子大学看護学会を､ ｢看護を拓くナラティブ・アプローチ｣ を
メインテーマとして開催いたしました｡ 看護系学会として最も伝統のある本学会ならではのテーマであり､
世代をこえて､ 領域を超えて､ 看護を拓く語りが紡がれていきました｡ かつて､ いまは亡き芝田不二夫先生
や笹原邦彦先生が本学会に関与してくださったように､ 今回は､ 現象学を追及されている文化学部吉川孝先
生にご参加いただきました｡ 本学の看護学が他の学問領域から支えられ､ 看護学部が他学部の先生方から支
援を受けながら､ 発展したことへの思いを馳せる学会でした｡ この学術集会の様子は本学会誌にて報告して
おります｡
本学会は､ 高知県立大学看護学部及び高知県立大学同窓会からのご支援を得て､ 学会の開催そして学会誌
の発行が可能となっております｡ 第38巻は総説２論文､ 原著論文15論文､ 研究報告７論文､ 資料１論文を掲
載しています｡ 学会員の皆様方からの研究論文､ 博士論文､ 修士論文､ 卒業研究論文､ 英語による論文など
と多岐にわたっての論文を取り上げております｡ 今後も､ 多くの卒業生や修了生が投稿しやすい学会誌とな
るように､ 努力を重ねて参りたいと思っています｡
さらに､ 高知県立大学看護学部及び看護学研究科は､ 大学院改革を進めています｡ 看護学の大学院教育は､
看護学研究科で修士課程､ そして健康生活科学研究科博士後期課程の看護学領域で､ 教育研究を行ってきま
した｡ これまでにも､ 博士後期課程は看護学研究科への統合を希望する看護学部の先生方や同窓生からの要
望があったものの､ 実現できずに時が過ぎてきていましたが､ 平成26年度より看護学研究科へと再編するこ
とができました｡
新たな看護学研究科には､ 看護学専攻の博士前期課程と博士後期課程に再編されるとともに､ 新たに､ 共
同災害看護学専攻が加わり､ ２専攻を有する研究科へと再生しております｡ この博士課程共同災害看護学専
攻は､ 平成24年度文部科学省博士課程教育リーディングプログラムに採択された､ 国内初の国公私立５大学
の共同大学院 (千葉大学､ 東京医科歯科大学､ 兵庫県立大学､ 日本赤十字看護大学と高知県立大学) であり､
本学がプログラム責任大学となっています｡ ここでは世界で求められている災害看護に関する多くの課題に
的確に対応・解決し､ 学際的・国際的指導力を発揮し､ 人々の健康社会構築と安全・安心・自律に寄与する
｢災害看護グローバルリーダー｣ を育成します｡ 本学会としても､ 災害看護のグローバルリーダーの育成に
貢献できるように取り組めればと願っているところです｡ 早速､ 博士課程共同災害看護学専攻は５年一貫教
育で､ 平成26年から学生を迎えますので､ これらの学生および本プログラムに関与する教員が､ この学会誌
に積極的に､ 英語でも投稿していただけるようになると思います｡
高知県立大学大学院の改組により､ 本学会の希求する看護学及び学会員の発展が促進することと思い､ う
れしい限りです｡
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